
＜編集・発行＞ ダイバーシティ・サポート・オフィス事務局
〒305-8560茨城県つくば市梅園1-1-1 つくば中央第1事業所（つくば本部・情報技術共同研究棟）国立研究開発法人産業技術総合研究所 ダイバーシティ推進室内
TEL：029-862-6418 FAX：029-862-6882 E-mail：diversity-s-office-ml@aist.go.jp URL：https://unit.aist.go.jp/diversity/ja/dso/

DSO News Letter

-1-

DSO参加機関の活動紹介

No.96, 2019.02.28 

■ 千葉大学： 仕事と介護の両立ができる職場づくりを考える
「組織で取り組む介護支援の方法と実践」■

【日時】 平成31年3月7日（木）13時00分～15時00分
【講師】 社会保険労務士法人グラース代表・

特定社会保険労務士 新田 香織
【場所】 千葉大学 西千葉キャンパス

附属図書館アカデミック・リンク・センター1Fひかり
【申込方法】 参加費無料・要事前申込
【関連情報】 http://www.gakuzyutsu.chiba-u.jp/diversity/

info/chiba_conso_h310307.html
【問合先】 千葉大学 運営基盤機構 男女共同参画推進部門

E-mail diversity-office@chiba-u.jp
【対象】 DSO参加機関以外も対象（どなたでもご参加頂けます。）

■ 千葉大学： JSTマッチングプランナーによる

「産学共同研究促進セミナー＆相談会」 ■

【日時】 平成31年3月7日（木）15時15分～17時00分
【場所】 千葉大学 西千葉キャンパス 附属図書館

アカデミック・リンク・センター1Fまなび
【申込方法】 参加費無料・要事前申込
【関連情報】 http://www.gakuzyutsu.chiba-u.jp/diversity/

receive/joint-research.html#h2-2
【問合先】 千葉大学 運営基盤機構 男女共同参画推進部門

E-mail diversity-office@chiba-u.jp
【対象】 DSO参加機関以外も対象

（どなたでもご参加頂けます。）

企業との共同研究のきっかけづくりや、公募型の研究
開発費支援の制度の活用方法等、産学共同研究への
展開についてご紹介頂きます。産学共同研究に取り組
んだことのない方はもちろん、産学共同の研究をさらに

発展させたい方にも役立つ情報をご紹介します！
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■ 神戸大学： ダイバーシティフォーラムキックオフシンポジウム ■

【日時】 平成31年3月27日（水）13時00分～15時00分
【場所】 ANAクラウンプラザホテル神戸（新神戸駅直結）
【申込方法】 予約不要・参加無料
【問合先】 神戸大学 男女共同参画推進室

gnrl-kyodo-sankaku@office.kobe-u.ac.jp
【関連情報】 http://www.office.kobe-u.ac.jp/

opge-kyodo-sankaku/
【対象】 DSO参加機関以外も対象

DSO事務局の活動報告

2月20日に行われた、筑波大学主催の熊谷 晋一郎氏（東京
大学先端科学技術研究センター 准教授）によるセミナー第15回
全学FD／ダイバーシティセミナーⅣ 「知識と支援の共同創造」に参加しました。

内容は、障がいの有り無しから考える、一緒に働き研究するときに困難を感じている方々への
アプローチの仕方についてでした。たとえば、共同創造とはどういうものか、障がいの社会モデル
や見えにくい障がいについて、組織と個人の成長を止めない研究文化の重要性などについてお
話がありました。共同創造では、サービスの提供者側（専門家など）と利用者側（当事者など）が、
はじめから一緒にそれを作ることで、より高い成果を得られることを理解しました。また、組織と個
人の成長を止めない研究文化に関して、想定外の失敗に対して個人を責めずに組織の問題とし
て対応することが大事であることを学びました。

講演の中で特に印象に残ったことは障害のモデルについてです。心身的困難への一方的な考
え方である「医学モデル」のほかに、社会環境、心身的な困難の双方に目を向ける「社会モデル」
を認識しました。今回、生活上で問題を抱えている方々への心身的な配慮だけでなく、社会環境
の配慮にも目を向けることが大切であると感じました。

これからは、生活上で困っている方々にもっと寄り添うことができると思います。

□ 筑波大学のセミナーに参加しました □

ダイバーシティ・サポート・オフィスのご案内

ダイバーシティ・サポート・オフィス（DSO）は、つくばを中心に
全国の研究教育機関をメンバーとして、平成19年より男女
共同参画を連携して推進してまいりました。現在は、参加機関
相互のイベント機会提供や、年２回の担当者による情報・意見
交換会を行っています。DSOへのご参加も歓迎しております。

【DSOメンバー：20機関】
産業技術総合研究所、森林研究・整備機構 森林総合研究所、
物質・材料研究機構、農業・食品産業技術総合研究機構、
千葉大学、筑波大学、神戸大学、土木研究所、国立環境研究
所、国際農林水産業研究センター、防災科学技術研究所、
高エネルギー加速器研究機構、理化学研究所、宮崎大学、
上智学院、岡山大学、宇宙航空研究開発機構、大阪大学、
量子科学技術研究開発機構、建築研究所 （加入順）
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